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（３８）セルリー 
病害虫 防除法 参考事項 

 
葉枯病 

 
（耕種的・物理的防除） 

１ 48℃の温湯に 30 分間浸漬して種子消毒する。 
 

 
斑点病 

 
（耕種的・物理的防除） 

１ 発病ほ場からは採種しない。 

２ 被害株は抜き取り、土中深く埋めるか処分する。 
 
（薬剤防除） 農薬登録情報 

１ 微生物殺菌剤 

薬剤名 

アグロケア水和剤 

エコショット 

 

２ 発病ごく初期から７～10 日おきに、下記薬剤のいずれかを散布する。 

薬剤名 

アミスター２０フロアブル 

カスミンボルドー/カッパーシン水和

剤 

スコア顆粒水和剤 

ストロビーフロアブル 

ダコニール１０００ 

トップジンＭ水和剤 
 

 
○ １～２年間は種子伝染

するので、２～３年経った

古い種子を播くのもよい。 

 
軟腐病 

 
（耕種的・物理的防除） 

１ ３～４年以上輪作する。 

２ 排水を良くする。 

３ 発病株は速やかに抜き取る。 
 
（薬剤防除） 農薬登録情報 

１ 微生物殺菌剤 

薬剤名 

マスタピース水和剤 

 

２ 発病ごく初期から７～10 日おきに、下記薬剤のいずれかを散布する。 

薬剤名 

Ｚボルドー 

ジーファイン水和剤 

スターナ水和剤 

ヨネポン水和剤 
 

 

https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=B3F229D3
https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=D099E62E
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病害虫 防除法 参考事項 
 
アブラムシ類 

 
（薬剤防除） 農薬登録情報 

１ 生物農薬 

薬剤名(天敵名) 備考 

アフィパール 

(コレマンアブラバチ) 

施設栽培 

コレトップ 

(コレマンアブラバチ) 

施設栽培 

チャバラ 

(チャバラアブラコバチ) 

施設栽培 

テントップ 

(ナミテントウ) 

施設栽培 

カメノコＳ 

(ヒメカメノコテントウ) 

施設栽培 

ゴッツＡ 

(ペキロマイセス テヌイペス) 
施設栽培 

プリファード水和剤 

(ペキロマイセス フモソロセウス) 

ワタアブラムシでの登録 

 

２ 気門封鎖剤 

薬剤名 

エコピタ液剤 

オレート液剤 

サフオイル乳剤 

サンクリスタル乳剤 

粘着くん液剤 

フーモン 

ムシラップ 

 

３ 発生が予想される場合には、下記薬剤のいずれかを散布する。 

薬剤名 

アドマイヤーフロアブル 

スタークル/アルバリン顆粒水溶剤 

ダントツ水溶剤 

モスピラン顆粒水溶剤 

ウララＤＦ 

スタークル/アルバリン粒剤 

ダントツ粒剤 

モスピラン粒剤 
  

○ 天敵昆虫製剤、天敵微生

物製剤の使用上の留意事

項 

１ 天敵の放飼と薬剤散布

(殺菌剤を含む)とを併用

する場合は、農薬安全使用

に関する参考資料の章の

「天敵等への化学農薬の

影響の目安」を参照し、天

敵に影響の少ない農薬を

選択する。 

２ アブラムシ類の生息密

度が高まってからの放飼

は十分な効果を得られな

い場合があるので、発生初

期からの放飼が重要であ

る。また、アブラムシの種

類と天敵の組み合わせに

よっては、効果が認められ

ない場合がある。 

 

 
ナモグリバエ 

 
（薬剤防除） 農薬登録情報 

１ 下記薬剤のいずれかを処理する。 

薬剤名 

アクタラ粒剤５ 

モスピラン粒剤 

 

２ 下記薬剤のいずれかを散布する。 

薬剤名 備考 

ダントツ水溶剤 ハモグリバエ類の登録 

ディアナＳＣ ハモグリバエ類の登録 

モスピラン顆粒水溶剤  
 

 
 

https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=ED41A289
https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r7shishin040000.pdf#page=3
https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r7shishin040000.pdf#page=3
https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r7shishin040000.pdf#page=3
https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r7shishin040000.pdf#page=3
https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=09E95EE4
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病害虫 防除法 参考事項 
 
マメハモグリ

バエ 

 
（薬剤防除） 農薬登録情報 

１ 下記薬剤のいずれかを処理する。 

薬剤名 備考 

ダントツ水溶剤  

アファーム乳剤  

スピノエース顆粒水和剤  

ディアナＳＣ  

カスケード乳剤 マメハモグリバエで登録 

トリガード液剤 マメハモグリバエで登録 

プレオフロアブル   

 

 
ハスモンヨト

ウ 

 
・共通防除の章のハスモンヨトウの防除の項を参照する。 
 

（予防に関する措置） 

１ 施設栽培では、成虫の侵入防止対策として、換気窓等の施設開口部
への防虫ネットによる被覆や防蛾(が)灯（黄色灯）の夜間点灯を行う。 

２ ほ場内及びその周辺の雑草の防除に努める。 
３ 交信かく乱剤（下表）を活用した防除を行う。 
 

（判断、防除に関する措置） 

１ 発生予察情報を参考に、ほ場の見回り等による早期発見に努め、発
生初期に薬剤散布等を実施する。 

２ 卵塊や若齢幼虫が群生している葉を見つけ次第、除去する。 
３ 農薬を使用する場合には、同一系統の薬剤の連続使用を避け、異な
る系統の薬剤によるローテーション散布を行う。さらに、地域内で薬剤
抵抗性等が確認されている薬剤の使用判断については指導機関の指示
に従う。 

４ BT 剤（下表）を活用した防除を行う。 
５ 施設栽培においては、栽培終了後に密閉処理を行う。 
６ 作物残さを適切に処分する。 
 

（薬剤防除） 農薬登録情報 

１ 交信かく乱剤 

薬剤名 

ヨトウコン－Ｈ 

コンフューザーＶ 

 

２ BT 剤 

薬剤名 

エコマスターＢＴ 

クオークフロアブル 

サブリナフロアブル 

デルフィン顆粒水和剤 

フローバックＤＦ 

 

３ 若齢幼虫時に、下記薬剤のいずれかを散布する。 

薬剤名 

アファーム乳剤 

カスケード乳剤 

プレオフロアブル 

 
 

 

https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=26911B3F
https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r7shishin010802.pdf#page5
https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=4338D79A
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病害虫 防除法 参考事項 
 
ヨトウムシ 

 
（予防に関する措置） 

１ ほ場内及びその周辺の雑草の防除に努める。 

２ 施設栽培では、成虫の侵入防止対策として、換気窓等の施設開口部

への防虫 ネットによる被覆や防蛾(が)灯（黄色灯）の夜間点灯を行う。 

３ 種に応じて交信かく乱剤を活用した防除を併用する。 

４ 施設栽培においては、栽培終了後に蒸込み処理を行う。 

 

（判断、防除に関する措置）  

１ 卵塊や若齢幼虫が群生している葉を見つけ次第、除去する。 

２ BT 剤（下表）を活用した防除を行う。 

３ 発生予察情報を参考に、ほ場の見回り等による早期発見に努め、発

生初期に 薬剤散布等を実施する。 

４ 結球野菜では、結球内部に食入した場合に防除が難しくなることか

ら、結球前の防除を徹底する。 

５ 物残さを適切に処分する。 

 

（薬剤防除） 農薬登録情報 

１ BT 剤 

薬剤名 

エスマルクＤＦ 

エコマスターＢＴ 

クオークフロアブル 

サブリナフロアブル 

チューンアップ顆粒水和剤 

トアロー水和剤ＣＴ 

フローバックＤＦ 

 

２ 若齢幼虫時に、下記薬剤のいずれかを散布する。 

薬剤名 

アファーム乳剤 

コテツフロアブル 
 

 

https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=5FE093F5
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病害虫 防除法 参考事項 
 
ハダニ類 

 
（薬剤防除） 農薬登録情報 

１ 生物農薬 

薬剤名(天敵名) 備考 

スパイデックス 
（チリカブリダニ） 

施設のみ 

チリガブリ 
（チリカブリダニ） 

施設のみ 

チリトップ 
（チリカブリダニ） 

施設のみ 

システムミヤコくん 
(ミヤコカブリダニ) 

 

スパイカルプラス 
(ミヤコカブリダニ) 

 

スパイカルＥＸ 
(ミヤコカブリダニ) 

 

 

２ 気門封鎖剤 

薬剤名 

アカリタッチ乳剤 

エコピタ液剤 

サフオイル乳剤 

サンクリスタル乳剤 

粘着くん液剤 

フーモン 

ムシラップ 

 

３ 発生が予想される場合には、下記薬剤を散布する。 

薬剤名 

コロマイト乳剤 
 

〇 天敵昆虫製剤、天敵微生

物製剤の使用上の留意事

項 

１ 天敵の放飼と薬剤散布

(殺菌剤を含む)とを併用

する場合は、農薬安全使用

に関する参考資料の章の

「天敵等への化学農薬の

影響の目安」を参照し、天

敵に影響の少ない農薬を

選択する。 

２ ハダニ類の生息密度が

高まってからの放飼は十

分な効果を得られない場

合があるので、発生初期か

らの放飼が重要である。 

 

 
ナメクジ （耕種的・物理的防除） 

１ 野菜くずの捨て場等の発生源を除去する。 

２ ほ場の通風や排水を良好にし、地表部を乾燥させる。 

３ 農作物の過繁茂を避け、収穫後の畑はできるだけ早期に整理する。 

４ 畑周辺の小かん木、小竹などの茂みを伐採整理し、不必要な石積等

は取り除く。 

５ 畑周辺の清掃を図った上で、潜伏場所となるような濡れむしろ等を

設置し、誘引捕殺する。 

 

（薬剤防除） 農薬登録情報 

１ 下記薬剤のいずれかを散布する。粒剤は雨が降ると有効成分が流亡

してしまうので、天候を見極めて活動直前の夕刻に処理する。ハウスや

温室内では、２～３日間はかん水がかからないようにする。残効期間は

短い。
 

薬剤名 備考 

リーフガード顆粒水和剤 

(チオシクラム水和剤) 

 

スラゴ(燐酸第二鉄粒剤) 温室・ハウス・ほ場・花壇 

マイキラー(メタアルデヒド水和剤) ほ場周辺雑草地の生息地  

 

 

https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=7C885050
https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r7shishin040000.pdf#page=3
https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r7shishin040000.pdf#page=3
https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r7shishin040000.pdf#page=3
https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r7shishin040000.pdf#page=3
https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=99300CAB
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